
府
は
、社
会
保
障
費
を
筆
頭
に
公
費

の
刈
り
込
み
作
業
に
全
力
を
挙
げ
つ

つ
あ
る
。し
か
し
、刈
り
込
む
べ
き
分
野
と
育

て
る
べ
き
分
野
を
見
極
め
る
基
本
的
な
戦
略

が
必
要
で
は
な
い
か
。

抑
制
オ
ン
パ
レ
ー
ド

　

国
家
の
借
金
は
1
0
5
3
兆
円（
う
ち
国

債
費
8
8
1
兆
円
）に
膨
れ
、ま
る
で“
サ
ラ

金
地
獄
”に
陥
っ
た
。

　

政
府
は
財
政
健
全
化
計
画
を
6
月
末
に
策

定
す
る
。2
0
2
0
年
度
に
、そ
の
年
の
税
収

な
ど
で
一
般
歳
出（
政
策
的
経
費
）を
ま
か
な

う「
基
礎
的
財
政
収
支
」の
黒
字
化
が
公
約
で

あ
る
。国
債
の
返
済
に
努
め
る
も
の
の
、利
払

い
ま
で
は
手
に
負
え
ず
、そ
の
残
高
は
増
え
続

け
る
。か
な
り
緩
い
目
標
な
の
だ
が
、そ
の
達

成
さ
え
極
め
て
難
し
い
。

　

財
務
省
は
同
計
画
へ
の
注
文
を「
財
政
制
度

等
審
議
会
」財
政
分
科
会
に
託
し
た
。社
会
保

障
分
野
の
討
議
資
料
は
86
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
。医

療
・
介
護
・
年
金
は
も
ち
ろ
ん
、初
め
て
障
害
者

福
祉
に
言
及
し
、障
害
認
定
区
分
が
重
度
に
偏

る
傾
向
を
指
摘
し
た
。

　

政
策
的
経
費
の
う
ち
断
ト
ツ
の
社
会
保
障

費（
31
・
5
兆
円
、歳
出
の
32
・
7
％
）が
照
準
に

さ
れ
る
の
は
当
然
だ
が
、厚
生
労
働
省
か
ら「
無

差
別
爆
撃
か
」と
の
嘆
息
が
漏
れ
る
ほ
ど
だ
。

　

財
務
大
臣
は
6
月
初
旬
に
も
、同
審
議
会
の

議
論
を
踏
ま
え
政
府
へ
建
議
を
お
こ
な
う
が
、

同
省
に
よ
る“
大
量
提
案
”は
、今
後
も
個
別
に

適
否
と
成
否
が
問
わ
れ
る
。

「
薬
剤
」へ
集
中
砲
火

　

注
文
が
殺
到
し
た
の
は「
医
療
」で
あ
る
。と

く
に
薬
剤
関
係
が
集
中
砲
火
を
浴
び
た
。

　

▼
後
発（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
）
医
薬
品
の
使

用
割
合
目
標
の
引
き
上
げ（
数
量
ベ
ー
ス
で

2
0
1
7
年
度
60
％
か
ら
同
80
％
へ
）▼
市

販
品
類
似
薬
品
の
保
険
給
付
見
直
し（
湿
布
、

漢
方
薬
、目
薬
、ビ
タ
ミ
ン
剤
な
ど
を
保
険
給

付
か
ら
除
外
）▼
伸
び
続
け
る
調
剤
技
術
料
の

適
正
化
▼
血
圧
降
下
剤
や
糖
尿
病
薬
な
ど
に

高
価
薬
が
多
用
さ
れ
る
傾
向
を
是
正
▼
薬
価

改
定
を
抜
本
的
に
見
直
し
実
勢
価
格
を
適
正

に
反
映
さ
せ
る
―
―

　

い
ず
れ
も
重
要
な
課
題
に
違
い
な
い
。た
だ

し
、実
現
に
疑
義
の
あ
る
提
案
も
あ
る
。

　

特
許
切
れ
で
後
発
医
薬
品
も
出
回
る「
長
期

収
載
品
」価
格
の
高
止
ま
り
を
防
ぐ「
保
険
の

政
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長期収載品に対する保険給付のあり方の見直し

後発医薬品への適切な置換
えが図られていない場合、特
例的引下げ（26年度～）例）置
換率60％未満の場合▲1.5％

薬 価

薬 価

長期
収載品

後発
医薬品

長期
収載品

後発
医薬品

後発医薬品の
保険収載薬価
複数価格帯がある
場合は平均値など

取引価格

保険給付の
基準額

保
険
給
付

患
者
負
担
分

（
定
率
）

患
者
負
担
分

（
定
率
）

保
険
給
付

先
発
医
薬
品
を

選
択
し
た
患
者

の
追
加
負
担

後発医薬品価格に基づいて
保険給付する制度へ

現行の制度

財務省資料を簡略化

基
準
額
」制
度
が
提
案
さ
れ
た
。長
期
収
載
品

の
取
引
価
格
と
同
じ
効
能
の
後
発
医
薬
品
・
保

険
収
載
価
格（
複
数
価
格
の
場
合
は
平
均
値
）

と
を
比
べ
、保
険
給
付
は
後
発
医
薬
品
価
格
ま

で
に
限
る
。超
過
額
は
患
者
負
担
へ
転
嫁
す
る
。

ド
イ
ツ
の「
参
照
価
格
」に
似
た
仕
組
み
だ（
図

参
照
）。確
か
に
一
挙
に
後
発
医
薬
品
の
使
用

増
や
長
期
収
載
品
の
値
下
げ
を
も
た
ら
す
だ

ろ
う
。

　

し
か
し
、1
9
9
8
年
、旧
・
厚
生
省
が
同

様
の
制
度
を
検
討
し
、断
念
し
た
経
緯
が
あ
る
。

取
引
価
格
の
正
確
な
把
握
の
難
し
さ
、基
準
価

格
の
設
定
・
決
定
の
煩
雑
さ
、国
内
市
場
に
頼

る
製
薬
企
業
の
猛
反
発
な
ど
で
あ
っ
た
。今
回

は
長
期
収
載
品
に
限
る
導
入
だ
が
、当
時
の
難

問
が
解
け
た
わ
け
で
は
な
い
。

ま
た
も「
保
険
免
責
制
」

　

保
険
の
給
付
範
囲
を
絞
る
提
案
も
相
次
い
だ
。

た
と
え
ば
、医
療
機
関
を
受
診
す
る
た
び
一
律

定
額
料
金
を
課
す
仕
組
み
だ
。1
回
数
百
円
を
、

い
わ
ば“
入
場
料
”で
徴
収
し（
保
険
免
責
制
）、

超
過
額
を
保
険
対
象
に
す
る
。頻ひ

ん
か
い回

受
診
や
重

複
受
診
を
抑
え
る
狙
い
だ
が
、か
か
り
つ
け
医

を
も
ち
、1
カ
月
幾
ら
の
定
額
報
酬
で
療
養
指

導
を
受
け
る
流
れ
に
棹さ

お

さ
す
こ
と
に
な
る
。

　

過
去
に
も
何
度
か
提
案
さ
れ
、そ
の
つ
ど
反

発
・
批
判
に
さ
ら
さ
れ
た
。今
回
は
75
歳
以
上

の
窓
口
負
担
を
1
割
か
ら
2
割
へ
引
き
上
げ

る
提
案
も
し
て
い
る
だ
け
に
、実
現
は
よ
り
困

難
だ
ろ
う
。

公
費
抑
制
の
基
本
戦
略
を

　

財
務
省
は「
高
齢
化
に
伴
う
伸
び
は
や
む
な

■
宮
武  

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、埼
玉
県
立
大
学
、目
白
大
学
の
教
授
を
経

て
、目
白
大
学
生
涯
福
祉
研
究
科
・
客
員
教
授
。厚
生
労
働
省「
社
会
保
障

審
議
会
」委
員
、財
務
省「
財
政
制
度
等
審
議
会
」委
員
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ「
福
祉

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン
」会
長
も
務
め
る
。

し
」と
、毎
年
度
1
兆
円
の
自
然
増
を
半
分
の

0
・
5
兆
円（
消
費
税
10
％
ア
ッ
プ
に
よ
る
制

度
充
実
分
を
除
く
）に
抑
え
る
方
針
だ
。小
泉

政
権
時
代
の
毎
年
度
2
2
0
0
億
円
削
減
の

よ
う
な「
初
め
に
削
減
あ
り
き
で
は
な
い
」と

強
調
す
る
が
、地
方
財
政
や
教
育
も
含
め
ほ
ぼ

全
分
野
で
公
費
を
刈
り
込
む
作
業
に
な
る
。

　

筆
者
も
同
分
科
会
の
末
席
に
初
め
て
座
っ

た
が
、「
人
材
危
機
」と
も
呼
ぶ
べ
き
少
子
化
へ

の
対
策
や
、ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
処
す
る
基
本

政
策
の
確
立
を
訴
え
た
。

　

全
分
野
で
我
慢
を
強
い
る
の
で
は
な
く
、子

育
て
支
援
の
拡
充
の
た
め
に
高
齢
者
に
負
担

増
や
給
付
抑
制
を
頼
む
、治
療
よ
り
介
護
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
時
代
に
応
じ
、医
療
の
ス
リ

ム
化
と
介
護
の
拡
充
を
打
ち
出
す
。そ
の
よ
う

な
選
択
肢
で
あ
る
。

　

消
費
税
10
％
超
へ
の
引
き
上
げ
を
封
印
し

た
現
政
権
の
も
と
で
は
、財
政
の
鉄
則「
入
る

を
量は

か

っ
て
、出
ず
る
を
制
す
」の
貫
徹
は
難
し

い
。だ
が
、歳
出
抑
制
に
走
る
だ
け
で
は
財
政

再
建
の
成
就
は
望
め
そ
う
に
な
い
。
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